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本市では、すべての市民が健康で安心していきいきと暮らすことができるまちの実現を

目指し、平成26 年３月に第２次枚方市健康増進計画を策定し、市民の健康づくりの推進に

取り組んでおります。 

計画の推進にあたっては、基本理念のもと３つの基本方向を設定し、さまざまな関係機

関・団体と情報共有しながら、協働で取り組みを進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．基本理念                          

市民一人ひとりが自己の健康について関心を持ち、行動を起こすことができるようサ

ポートするとともに、健やかで心豊かな生活ができる社会環境づくりに取り組み、いつ

までも健康でいきいきと暮らすことができるまちの実現を目指します。 

 

 

第１章 第２次枚方市健康増進計画の概要 
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２．取り組むべき基本方向                   

基本理念の実現のためには、第１次計画の評価と方向性を踏まえながら、個人の取り巻

く社会環境の整備を行い、健康を支え守るために生活習慣病の発症予防・重症化予防を図

り、個人の生活習慣や健康づくりをサポートしていく必要があります。 

こうした考えのもと、取り組むべき３つの基本方向を設定し、それぞれの基本的な取り

組みの方向性を明らかにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①地域資源の活用および整備 

【取組の方向性】 

 体を動かすための環境整備 

 食を取り巻く環境整備 

②地域資源を活かしたネットワーク 

【取組の方向性】 

 関係機関や団体が持っている専門性を

活かし、効率的で効果的な事業展開 

 主体的に活動に参加することによる、地

域のつながりや絆等の強化（ソーシャ

ル・キャピタルの水準を上げる） 

①がん 

【取組の方向性】 

 がんの発症予防の推進 

 早期発見・早期治療体制の整備 

②循環器疾患 

【取組の方向性】 

 循環器疾患についての情報発信および

知識の普及啓発 

 早期発見・早期治療の推進 

 重症化予防の推進 

③糖尿病 

【取組の方向性】 

 糖尿病についての情報発信および知識

の普及啓発 

 早期発見・早期治療の推進 

 重症化予防の推進 

④ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患） 

【取組の方向性】 

 ＣＯＰＤについての情報発信および知

識の普及啓発 

⑤こころの健康 

【取組の方向性】 

 相談窓口等の情報提供      

 ストレス等に関する知識の普及啓発 

 地域保健と職域保健の連携 
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「栄養・食生活」「身体活動・運動」「歯・口腔の健康」「喫煙」「飲酒」「休養・こころの

健康」の６つの分野に関する生活習慣の改善は、生涯にわたり取り組む必要があります。 

 健康づくりを効果的に推進するために、各ライフステージにおいて６つの分野の中から

特に重要と思われる分野を３つ取り上げ、重点的かつ継続的に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①乳幼児期（０歳～６歳） 

【取組の方向性】 

栄養・食生活 

 正しい食習慣の推進 

身体活動・運動 

 早寝早起きの生活習慣の推進 

 身体づくりのための遊ぶ場所や機会

等環境づくりの推進 

歯・口腔の健康 

 歯と口腔の健康に関する知識の普及

啓発 

 親子で歯の健康を維持できる環境づ

くりの推進 

②児童生徒期（７歳～18 歳） 

【取組の方向性】 

栄養・食生活 

 様々な体験を通した食に関する知識

の普及啓発 

喫煙・飲酒 

 たばこ・アルコールの害についての知

識の普及啓発 

 家族ぐるみの禁煙の啓発 

休養・こころの健康 

 規則正しい生活リズムの推進 

③青年期（19 歳～39 歳） 

【取組の方向性】 

栄養・食生活 

 バランスの良い食事に関する知識の

普及啓発 

 正しい食生活の推進 

身体活動・運動 

 スポーツ等で体を動かすための環境

整備 

 運動習慣を定着するための支援 

休養・こころの健康 

 相談窓口等の情報提供 

 ストレス等に関する知識の普及啓発 

 地域保健と職域保健の連携 

④壮年期（40 歳～64 歳） 

【取組の方向性】 

栄養・食生活 

 バランスの良い食事に関する知識の

普及啓発 

 正しい食生活の推進 

喫 煙 

 禁煙希望者に対しての支援 

 受動喫煙に関する知識の普及啓発 

飲 酒 

 適切な飲酒量を守り、週 2 回の休肝

日をつくる 
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３．計画期間                         

計画期間は平成 26 年度から平成 35年度までの10 年間としています。 

計画の評価は平成 30年度に中間評価を行うとともに、計画の最終年度に最終評価を行い、 

その後の健康づくりの推進に反映させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤高齢期（前期 65 歳～74歳、後期 75 歳以上） 

【取組の方向性】 

栄養・食生活 

 肥満および低栄養の予防の推進 

身体活動・運動 

 介護予防（ロコモティブシンドローム予防、認

知症予防等）の推進 

 運動・身体活動の推進 

 認知症予防の推進 

 認知症の早期発見・早期治療体制の整備 

歯・口腔の健康 

 むし歯、歯周病予防および口腔機能の維持 
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１．中間評価の趣旨                      

第２次枚方市健康増進計画は平成 26年度から平成 35 年度までの 10 年間の計画で、平

成 30 年度が中間の年度にあたります。 

計画策定から 5 年を迎えることから、健康づくりを取り巻く環境の変化等に対応すると

ともに、計画の進行管理として目標達成状況を把握することで、新たな課題や今後の取組

方向の確認を目的に中間評価を行いました。今後、健康づくりの取り組みをさらに推進・

強化し、最終年度までに目標達成することで、市民が健康で安心していきいきと暮らすこ

とのできるまちの実現を目指します。 

 

２．中間評価の方法                      

（１）中間評価の流れ 

〔平成 29 年度〕 

  ２月 第１回枚方市健康増進計画審議会の開催 

〔平成 30 年度〕 

  ４月 枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートの実施 

  ５月 庁内関係各課に第２次枚方市健康増進計画進捗状況を照会 

  ５月 小学生・中学生の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートの実施 

  ７月 第１回 枚方市健康推進本部 健康増進部会の開催 

  ８月 第１回 枚方市健康増進計画審議会の開催 

  ９月 第 2回 枚方市健康推進本部 健康増進部会の開催 

 １０月 第 2回 枚方市健康増進計画審議会の開催 

  〇月 第 3回 枚方市健康推進本部 健康増進部会の開催 

  〇月 第 3回 枚方市健康増進計画審議会の開催 

  〇月 枚方市健康推進本部の開催  

 

 

【調査および結果の分析】 

 

 

 

 

 

 

第２章 中間評価について 
 

アンケートの実施 

・市内公立小学校（小学６年生：585 人） 

・市内公立中学校（中学３年生：700 人） 

・本市在住の 16 歳以上の方（1,217 人） 

アンケート結果等の分析・評価 

（集計結果の詳細は資料編参照） 
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 【中間評価報告書作成のための審議】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中間評価の方法 

目標項目の達成状況について、現状値はアンケート調査及び庁内関係各課の実績デ

ータ等を利用し、計画策定時値と現状値及び目標値の比較により、以下の判定基準を

用いて目標達成度を判定しました。 

【目標達成度と判定基準】 

目標達成度 判定基準 

A 「達成・概ね達成」 達成率 90％以上 

 B+ 「改善」 達成率 50％以上 90％未満 

 B- 「やや改善」 達成率 10％以上 50％未満 

C 「変化なし」 達成率－10％以上 10％未満 

D 「悪化」 達成率－10％未満 

〔達成率の考え方〕 

増加目標：（現状値－計画策定時値)/(目標値－計画策定時値） 

削減目標：（計画策定時値－現状値)/(計画策定時値－目標値） 

 

３．中間評価のまとめ                      

基本方向１の「健康づくりを支える環境整備」は、

基本方向２「生活習慣病の発症および重症化予防とこ

ころの健康」や基本方向３「６つの分野に関する健康

づくりの推進」の取り組みを推進するにあたり、土台

（幹）となる重要な部分です。この土台（幹）となる

基本方向１の取り組みが進んでこそ、枝となる基本方

向２と基本方向３の充実が図れると考えます。このた

枚方市健康推進本部 健康増進部会 

諮問 

枚
方
市
健
康
増
進
計
画
審
議
会 

枚方市健康推進本部 

市長 

答申 

市民活動課、ひらかた賑わい課、生涯学習課、健康総務課、国民健康保険

室、保健企画課、保健予防課、保健センター、地域包括ケア推進課、障害

福祉室、子育て運営課、土木政策課、学務課、教育指導課、社会教育課、

スポーツ振興課 

市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、病院事業管理者、理事、市

民安全部長、産業文化部長、健康部長、保健所長、長寿社会部長、福祉部

長、子ども青少年部長、教育委員会教育次長、教育委員会学校教育部長 
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め、中間評価のまとめとして、基本方向２と基本方向３の達成状況を別表１の通り整理す

ることで、基本方向１も含めた本計画全体の進捗状況を確認しました。さらに、別表２の

通りライフステージ別に進捗状況を見ることで、最終年度に向けて優先的に取り組むべき

課題を整理しました。 

まず、基本方向２と基本方向３の達成状況は、別表１に示す通り、目標項目数 38項目の

うち、A（達成）または B＋（改善）、B－（やや改善）が合わせて 25 項目で、全体の約

65％を示す結果となりました。これは運動や栄養等に関する新たな計画が策定されたこと

や健康医療都市ひらかたコンソーシアムを活用した多彩な連携事業等を実施したことによ

り、がん検診の受診率向上やアルコール、たばこの問題、栄養・食生活等の取り組みがよ

り進められたこと等で得られた結果であると考えます。一方、C（変化なし）は４項目で約

10％、D（悪化）は９項目で約 23％でした。 

今後は、策定された運動や栄養等に関する計画をもとに取り組みをさらに進め、健康医

療都市ひらかたコンソーシアムを活用した地域資源を活かしたネットワークの充実を図る

とともに、市民が積極的に地域に出て他の市民と交流し、地域の絆が深まるよう、さらな

るソーシャル・キャピタルの醸成を目指します。 

次にライフステージ別の進捗状況を見ると別表２に示す通り、乳幼児期および高齢期の

目標項目については、他のライフステージに比べ、改善傾向を示していました。乳幼児期

および高齢期では様々な取り組みを実施し環境整備が図られてきたこと、さらに高齢期に

関しては、一人ひとりの健康づくりに関する意識が高まってきていることが要因であると

考えられます。 

一方、青年期や壮年期の目標項目については、悪化している項目もみられています。青

年期や壮年期は、運動習慣、野菜の摂取、睡眠による休養、適正体重の維持等の目標項目

においても、他の世代に比べて達成状況が低く、特に「適正体重の維持」が策定時より男

女共に肥満者の割合が増加している結果となっており、さらに「枚方市民の健康づくりに

関するアンケート」の「あなたの現在の健康状態はいかがですか」という質問に対し、計

画策定時と比べると「よくない」「あまりよくない」と回答する者が多くなっていました。 

20 歳代から 50 歳代の子育て世代や働く世代は、仕事や家庭での中心的な役割を担う時

期であり、自分自身の健康に関心が向きにくく、健康づくりにも取り組めていないことが

伺えます。この状況が続くと、さらに生活習慣病の増加や重症化につながる可能性があり

ます。 

今後は、健康づくりに取り組めていない青年期や壮年期の市民が継続的に、かつ自主的

に健康づくりに取り組めるよう、健康づくりのイベントに参加しやすい時間帯での実施や

参加したくなる内容の工夫等を行うとともに、企業や地域等も含めた社会全体で健康づく

りに取り組める環境整備が重要と考えます。特に企業や地域等も含めた社会全体を巻き込

む健康づくりを進めることで、今まで健康づくりに関心がなかった者も必然的に健康づく

りに取り組めるような環境づくりを目指します。 
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別表１：評価区分別の目標達成状況結果 

達成状況 項目番号 目標項目 

Ａ 達成 

概ね達成 

１ 75 歳未満のがんの年齢調整死亡率の減少 

27 成人の喫煙率の減少 

28 
【男性】生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合の減少 

（１日あたりの純アルコール摂取量が男性 40g 以上、女性20g 以上） 

28 
【女性】リスクを高める量を飲酒している者の割合の減少 
（１日あたりの純アルコール摂取量が男性 40g 以上、女性20g 以上） 

32 認知症サポーターの人数の増加 

33 60 歳で 24 本以上の自分の歯を有する者の割合の増加（55～64 歳で算出） 

Ｂ+ 改善 ２ 肺がん検診受診率の向上 

４ 胃がん検診受診率の向上 

６ 大腸がん検診受診率の向上 

10 高血圧（Ⅱ度以上）に該当する者の割合の減少 
（収縮期血圧が 160 ㎜ Hg 以上または拡張期血圧が 100 ㎜ Hg 以上） 

17 ３歳６か月児健康診査における、むし歯のない割合の増加 

19 【小学生】たばこの害について「わからない」小中学生の割合の減少 

30 運動習慣者の割合の増加（65 歳以上） 

31 
日常生活において、意識して身体活動・運動を行っている者の割合の増加
（75 歳以上） 

34 80 歳で 20 本以上の自分の歯を有する者の割合の増加 

Ｂ- やや改善 ３ 子宮頸がん検診受診率の向上 

５ 乳がん検診受診率の向上 

７ 特定健康診査の受診率の向上 

11 【男性】LDL コレステロール高値の割合の減少（160 ㎎／dl 以上） 

11 【女性】LDL コレステロール高値の割合の減少（160 ㎎／dl 以上） 

15 
欠食のある幼児の減少 

１日の食事回数が３回に満たない幼児の割合 

16 
１歳６か月児の早寝早起きの推奨 

23 時以降に就寝、９時以降に起床する者の割合の減少 

18 【中学生】朝食を欠食している小中学生・高校生の割合の減少 

20 【小学生】アルコールの害について「わからない」小中学生の割合の減少 

23 【女性】朝食を欠食している大学生・専門学校生の減少 

Ｃ 変化なし ９ メタボリックシンドローム予備群者の割合の減少 

18 【小学生】朝食を欠食している小中学生・高校生の割合の減少 

18 【高校生】朝食を欠食している小中学生・高校生の割合の減少 

24 運動習慣者の割合（20歳～64歳）の増加 

Ｄ 悪化 ８ 特定保健指導の利用率の向上 

９ メタボリックシンドローム該当者の割合の減少 

13 ＣＯＰＤがどんな病気か知っている者の割合の向上 
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19 【中学生】たばこの害について「わからない」小中学生の割合の減少 

20 【中学生】アルコールの害について「わからない」小中学生の割合の減少 

23 【男性】朝食を欠食している大学生・専門学校生の減少 

25 睡眠による休養が十分とれていない者の割合の減少 

26 【男性】適正体重を維持している者の増加（肥満(BMI25以上)の減少 

26 【女性】適正体重を維持している者の増加（肥満(BMI25以上)の減少 

 

別表２：ライフステージ別の目標達成状況結果 

ライフステージ 達成状況 項目番号 目標項目 

乳幼児期 

（０～６歳） 

 Ｂ- 15 欠食のある幼児の減少 

 Ｂ- 16 １歳６か月児の早寝早起きの推奨 

 Ｂ+ 17 むし歯のない割合の増加 

児童生徒期 

（７～18 歳） 

Ｃ 18 朝食を欠食している小学生の割合の減少 

 Ｂ- 18 朝食を欠食している中学生の割合の減少 

Ｃ 18 朝食を欠食している高校生の割合の減少 

 Ｂ+ 19 たばこの害「わからない」小学生の割合の減少 

Ｄ 19 たばこの害「わからない」中学生の割合の減少 

 Ｂ- 20 アルコールの害「わからない」小学生の割合の減少 

Ｄ 20 アルコールの害「わからない」中学生の割合の減少 

青年期 

（19 歳～39 歳） 

Ｄ 23 男性 朝食を欠食している大学生・専門学校生の減少 

 Ｂ- 23 女性 朝食を欠食している大学生・専門学校生の減少 

Ｃ 24 運動習慣者の割合（20歳～64歳）の増加 

Ｄ 25 睡眠による休養が十分とれていない者の割合の減少 

壮年期 

（40 歳～64 歳） 

Ｄ 26 男性 適正体重を維持している者の増加 

D 26 女性 適正体重を維持している者の増加 

  Ａ※１ 27 成人の喫煙率の減少 

  Ａ※２ 28 男性 生活習慣病リスクを高める量を飲酒者の減少 

  Ａ※３ 28 女性 生活習慣病リスクを高める量を飲酒者の減少 

高齢期 

（65 歳～） 

 Ｂ+ 30 運動習慣者の割合の増加 

 Ｂ+ 31 意識して身体活動・運動を行っている者の割合増加 

Ａ 32 認知症サポーターの人数の増加 

Ａ 33 60 歳で 24 本以上の歯を有する者の割合の増加 

 Ｂ+ 34 80 歳で 20 本以上の歯を有する者の割合の増加 

※１：達成状況は A であるが、30 歳代から 60 歳代の男性喫煙率が高い状況でした（48 ページ参照） 

※２：達成状況は A であるが、40 歳代男性では１日あたりの飲酒量が策定時と比べ 10％以上増加していた

（50 ページ参照） 

※３：達成状況は A であるが、20 歳代女性では１日あたりの飲酒量が策定時と比べ 10％以上増加していた

（50 ページ参照） 
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４．中間評価から見えた課題や今後の取組の方向性                   

 

①地域資源の活用および整備                     

    体を動かすための環境整備 

スポーツ活動や健康づくり活動の活性化を図るために、スポーツ機能や健康づ

くり機能を備えた公園等の整備や身近な健康づくり関連情報の伝達等の周知・啓

発をすすめています。 

★これまでの主な取組 

○枚方市スポーツ推進計画の推進 

運動やスポーツへの参加を促す取り組み等を実施し、スポーツを通じた健康づ 

くりの推進を図りました。 

○外出しやすい環境の整備 

高齢者が外出をすることで社会との接点をもち、孤立の解消等を図ることを目 

的に高齢者の居場所づくりを推進し、外出しやすい環境整備を図りました。 

○枚方市主要鉄道駅周辺自転車ネットワーク計画の推進 

歩行者と自転車の安全対策と快適な通行環境の整備を進めるため計画を策定し、 

大阪府と連携して自転車通行空間の整備を進めました。 

○公共交通の利用促進等のためにＮＰＯ法人や交通事業者と連携  

・市内の公共交通や施設情報などを掲載した「ひらかた交通タウンマップ」を 

 市内転入者などに配布しました。 

・「ひらかた交通タウンマップ」を使って路線バスで市内の名所を巡るイベント 

「バス！のってスタンプラリー」を実施しました。 

・モビリティ・マネジメントについて楽しく学習するためのツール「ひらかた 

交通すごろく」を作成しました。 

○運動のきっかけづくりや継続していくためのツールの作成 

   ・民間業者と共同で、京阪電車沿線コースとひらかた八景コースを歩く「ひら

かたカラダづくりトライアル 健康ウォーキングマップ」を作成しました。 

  

 

 

 

 

 

 

健康コラム   

健康づくりとまちづくり～ モビリティ・マネジメント ～ 

モビリティ・マネジメントは、一人一人のモビリティ（移動）が、社会にも個人にも望まし

い方向に自発的に変化することを促す、コミュニケーションを中心とした交通政策です。 

例えば、バスや電車などの公共交通のほうが自家用車で移動するよりも消費カロリーが高く

健康に良いと「かしこいクルマの使い方」を呼びかけるというものがあります。 
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食を取り巻く環境整備 

教育や保育、農業、食品生産流通産業、保健医療等、さまざまな分野で食育活 

    動に取り組んでいる団体等が情報を共有し、横のつながりを深め、市をあげて食

育の推進を図っています。 

★これまでの主な取組 

○第３次枚方市食育推進計画の推進 

  子どもから高齢者まで生涯を通じた食育の推進を図りました。 

    ○食育推進ネットワーク会議による食育の推進 

     教育や保育、農業、食品生産流通産業、保健医療等、さまざまな分野で食育活

動に取り組んでいる団体等が情報を共有し、横のつながりを深め、市をあげて

食育の推進を図りました。 

○ひらかた健康３ツ星レストランによる啓発 

飲食店を利用する市民が栄養バランスの良い食事を知るきっかけとなるよう、 

ヘルシーメニューを提供する飲食店を紹介する冊子（スタンプラリー）を作 

成しました。ヘルシーメニューの利用を促すことで、食に関する市民の 

健康づくりの推進を図りました。 

     

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ウォーキングイベント等に参加した市民の主な声】 

・運動を始めるきっかけとなった。 

・ウォーキングマップのおかげで、運動が日常習慣になった。 

・自分に合った運動を身に付けられ、毎日楽しく運動しています。 

・友達づくりのきっかけになりました。           など 

 

【ひらかた健康 3ツ星レストランを利用した市民の主な声】 

・外食にヘルシーメニューがあり、うれしい。 

・家での食事や献立の参考になった。            など 
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★今後の取組方向 

 

地域資源の活用及び整備のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体を動かすための環境整備では、ウォーキングマップや交通タウンマップ等で外出

促進に関するツールを市民が活用できるように普及啓発するとともに、高齢者の居場

所づくりや自転車通行空間など外出しやすい環境整備を図ってきました。 

食を取り巻く環境整備では、食育に関するイベント等の開催やひらかた健康３ツ星

レストランでヘルシーメニュー提供を行うことにより、食を通した健康づくりに取り

組んできました。 

これらの取り組みを利用・参加された市民からは好評を得ており、運動や栄養に関

するイベントの開催やウォーキングマップ等の健康増進に係るツール、ヘルシーメニ

ューの提供等を今後もより多くの市民が活用できるように取り組んでいきます。 

特に、子育て世代や働く世代は健康づくりの取り組む人の割合が低いことから、家

族ぐるみで参加しやすいイベントの内容の工夫や民間企業の従業員に対する健康づく

りの取り組みを進めます。 

加えて、今後のまちづくりでは、魅力あふれる中心市街地の形成や誰もがおでかけ

したくなる交通環境の実現など、健康づくりと連携した『外出したくなるまちづくり』

に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育推進ネット 

ワーク会議による 

食育の推進 

 

 

 

食を取り巻く 

環境整備 

 

 

体を動かすための

環境整備 

ＮＰＯ法人や交通
事業者と連携した
公共交通の利用促

進 

ヘルシーメニュー 

の提供 

健康増進や外出促
進に関するツール
の提供 

 

枚方市スポーツ 

推進計画の策定 

 

第３次枚方市食育 

推進計画の策定 

 

枚方市主要鉄道駅周
辺自転車ネットワー
ク計画の策定 
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②地域資源を活かしたネットワーク 

健康医療都市ひらかたコンソーシアム 

健康医療都市ひらかたコンソーシアム（市

内 14 団体と協定を結び設立した共同事業

体）を活用し、個別の団体だけの取り組みで

はできなかった多彩な連携事業を展開して

います。 

 

★これまでの主な取組 

健康医療都市ひらかたコンソーシアムで

は、「災害医療対策のための連携事業」、「地

域完結型医療実現のための連携事業」、「ここ

ろの健康増進のための連携事業」、「健康づく

り・介護予防事業」、「母と子どものための連携事業」、「健康・医療アカデミー創設

による連携事業」、「健康・医療関連の地域産業振興のための連携事業」、「健康医療

に関する情報発信のための連携事業」のこれら 8 つの柱となる連携事業に取り組み

ました。 

 

【８つの連携事業】 

＜災害医療対策のための連携事業＞ 

・災害医療対策会議、連携訓練実施    

・大阪府大規模地震時医療活動訓練 

 

＜地域完結型医療実現のための連携事業＞ 

・ひらかた地域医療連携ネットワーク協議会の発足 

・多職種連携研修会          

・神経難病対策医療ネットワーク部会（在宅医療研修会・

実務者会議） 

＜こころの健康増進のための連携事業＞ 

・認知症予防部会            

・こころの健康増進部会 

＜健康づくり・介護予防事業＞ 

・メディカルフィットネス教室      

・ウォーキングイベント、講演会 

＜母と子どものための連携事業＞ 

・産後ママ安心ケアサービス       

・母子保健推進連絡会 

＜健康・医療アカデミー創設による連携事業＞ 

・枚方市医療通訳士登録派遣事業     

・医療通訳士養成講座 

・市内小中学生、高校生を対象とした出前講座 

＜健康・医療関連の地域産業振興のための連携事業＞ 

・医療・福祉・産業連携情報交換会 

 

＜健康医療に関する情報発信のための連携事業＞ 

・健康医療都市ひらかたコンソーシアム５周年記念 

・枚方市健康医療福祉フェスティバル 

・健康、医療に関する情報発信（ホームページ作成や通

信の発行） 
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地域のソーシャル・キャピタルの醸成 

   地域での人と人のつながりの強化や「よいコミュニティ」づくりによって、主体的

に地域の活動等に関わっていけるように環境整備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

本市におけるソーシャル・キャピタル醸成のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★これまでの主な取組 

   ○地縁 

  住民団体や自治会組織等の住民相互のネットワークに、出前講座等を実施し身

近な健康づくり関連情報の周知・啓発を積極的に図り、また、介護予防・日常生

活支援総合事業で推進する第2層協議体活動や高齢者の居場所づくりの体制整備

を始めました。 

    

 

 

 

 

 

※志縁：志をもって健康づくりを担っていく人たちの縁 

志縁(※) 

健康づくりボランティア 

いきいきサロン健康づくりサポーター 

ひらかた元気くらわんか体操普及員 

認知症サポーター    等 

 

校区コミュニティ協議会 

自治会・町内会 

老人クラブ 

民生委員・児童委員 

高齢者居場所づくり事業登

録団体 等 

学校保健委員会 

PTA 協議会   等 

北大阪商工会議所 

枚方七企業団地連絡協議会  

北大阪産業保健センター 

公衆衛生協力会  等 

 

 

地縁 

学

校

・ 

園 

企
業
・
職
域
団
体 

健康コラム 

～ソーシャル・キャピタル～ 

「信頼」「規範」「ネットワーク」といった社会組織の特徴で、人々の協調行動を促

進し、社会の効率性を高めることができるものと定義しています。 

健康コラム 

～第２層協議体～ 

高齢者がいきいきと安心して暮らすために、地域に必要な仕組み・場所・活動等を

地域のニーズに基づいて創り出す仕組みとして、小学校区を単位に設けた会議体のこ

とです。 
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○志縁 

     地域での健康づくりを推進する人材の育成のため、健康づくりボランティア、

いきいきサロン健康づくりサポーター、ひらかた元気くらわんか体操普及員、認

知症サポーターの養成を行いました。 

   ○企業・職域団体 

     「ひらかた健康優良企業（従業員の健康づくりに取り組む企業）」の登録企業に

対して、講演会の開催や健康情報の発信、健康教育の実施等を行いました。 

   ○学校・園 

     PTA 協議会に対して、食育・女性のがん・禁煙をテーマに健康教育を実施し、

子育て世代の保護者に対して健康づくりの推進をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出前講座等を企画した自治会の代表者や企業の企画担当者の声】 

・参加者から「健康づくりに関することが学べて勉強になった」「今日から健

康づくりに取り組みます」等との声が聞けたので、続けて企画をしようと思

います。 

・従業員の健康づくりは大切だということがわかり、講座に参加できなかった

従業員にも伝えたいと思います。                 など 
 

 

共に学べる機会や共に健康づくりに取り組める場の提供が大切であることの意識 

づけを図ることができた。 
 

・参加者から「楽しかった」「また参加します」等の声が聞けたことや参加者

の笑顔を見ると、会を続けることの大切さを感じることができました。 

・会の取り組みについて褒めてもらえるとやる気につながり、今後も会を続け

ていくことで、皆で健康づくりに取り組もうと思います。      など 

 
 

継続した会の活動自体がすでに健康づくりの活動となることの意識づけを図るこ

とができた。 

 

 

【養成講座等の参加者の声】 

・学んだことをスタッフのみんなに伝え、会の活性化を図りたいです。 

・次回の会の催しで、教えてもらった知識や実技を行ってみます。 

  ・検（健）診の大切さがわかり、友人にも勧めようと思います。 

  ・毎日の食事の大切さがわかり、今日から家族で気をつけていこうと思った。 

  ・今から健康づくりを始めておくことが重要であることがわかりました。など 

 

 

「個人の健康づくり」から「その他の人への健康づくり」への広がりが見られた。 
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★今後の取組方向 

地域資源を活かしたネットワークづくりについて、健康医療都市ひらかたコンソ

ーシアム連携事業の展開と市民が主体的に地域の活動等に関わることのできるよう

環境整備を図ってきました。 

参加した市民からの反響は良く、今後も地域等のニーズに沿った講座等を開催し

ていきます。開催に際しては、健康医療都市ひらかたコンソーシアムに参画する 14

団体を中心に、関係機関や団体が持っている専門性を活かし、効率的で効果的な事

業展開を進め、社会資源の共同利用や情報の共有、人材の交流、健康づくりの情報

発信等の取り組みについて連携の充実を図っていきます。 

また、地域での人と人のつながりの強化や主体的に地域の活動等に関わっていけ

るような環境整備を今後も進めていくことで、今まで健康づくりに関心がなかった

者や子育て世代、働く世代、孤立しがちな退職後の高齢者等を含めた地域のソーシ

ャル・キャピタルの醸成を進めて行きます。特に、青年期や壮年期の市民が参加し

やすいようなイベント内容や家族で参加できるような工夫等を行い、地域や企業等

も含めた社会全体で健康づくりに取り組んでいけるような環境整備に努めていきま

す。 
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○生活習慣病の発症予防やこころの健康の推進 

    個人のみならず家族や友人、職場や地域に対しても、積極的に正しい知識の普及

啓発を行い、健康づくりに容易に取り組めることができるように環境整備に取り組

んでいます。 

○生活習慣病の重症化予防 

    生活習慣病の早期発見や早期治療につながる特定健康診査および各種がん検診、

特定保健指導体制の充実や健康医療都市ひらかたコンソーシアム等の資源を最大限

に活用し、医療機関や専門団体との連携を進める等、地域社会全体で重症化予防に

取り組んでいます。 

 

①がん 

★重点目標 

◎よい生活習慣を確立し、がん予防に努める 

◎定期的にがん検診を受診する 

◎適切に医療機関を受診する 

◎がんに罹患しても、心豊かにいきいきと生活する 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

 

項目 

番号 

目標項目 策定時値 

(23 年度) 

現状値 

（28 年度） 

目標値 

（35 年度） 

達成 

状況 

1 
75 歳未満のがんの年齢調整死亡率の

減少 
79.5％ 72.4% 73.9％ A 

【年齢調整死亡率の算出について】 

国勢調査＜市町村、年齢（5 歳階級）別人口＞と基準の当該年齢調整人口、保健所 

＜死因別死亡数、性・年齢（5 歳階級）＞を用いて算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75 歳未満のがんの年齢調整死亡率 

（保健所より） 
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項目

番号 
目標項目 

市実施のがん検診より アンケート結果より 
目標値 

（35 年度） 

達成 

状況 ①策定時値 

（24 年度） 

②現状値 

（28 年度） 

③策定時値 

（24 年度） 

④現状値 

（30 年度） 

2 
肺がん検診 

受診率の向上 

19.0% 

（n=123,798） 

10.7％ 

(n=242,519) 

30.6％ 
（n=1,499） 

 

24.6％ 
（n=2,039） 

37.2％ 
（n=971） 

 

30.7% 
（n=1,217） 

40％ 
B+ 

B⁻ 

3 
子宮頸がん検診

受診率の向上 

27.4%

（n=100,796） 

13.7％ 

(n=173,219) 

24.7％ 
（n=1,057） 

 

23.5% 
（n=1,099） 

29.3％ 
（n=665） 

 

28.2% 
（n=694） 

50％ 
B- 

B- 

4 
胃がん検診 

受診率の向上 

5.2% 

（n=123,798） 

3.8％ 

(n=242,519) 

31.9％ 
（n=1,499） 

 

25.6％ 
（n=2,039） 

37.6％ 
（n=971） 

 

32.1% 
(n=1,217) 

40％ 
B+ 

B⁻ 

5 
乳がん検診 

受診率の向上 

16.9% 

（n=79,673） 

12.7％ 

(n=128,890) 

26.4％ 
（n=826） 

 

22.9% 
（n=1,099） 

33.8％ 
（n=542） 

 

30.4% 
（n=694） 

50％ 
B- 

B- 

6 
大腸がん検診 

受診率の向上 

17.1%

（n=123,798） 

10.1％ 

(n=242,519) 

32.5％ 
（n=1,499） 

 

25.4% 
（n=2,039） 

38.6％ 
（n=971） 

 

32.4% 
（n=1,217） 

40％ 
B+ 

B⁻ 

 

①：平成 24 年度枚方市が実施しているがん検診受診より。 

対象年齢 40 歳以上（子宮頸がん検診のみ 20 歳以上） 

②：平成 28 年度枚方市が実施しているがん検診受診より 

対象年齢 40 歳以上（子宮頸がん検診のみ 20 歳以上） 

③：平成 24 年度枚方市民の健康づくりに関するアンケートより 

     40 歳以上（子宮頸がん検診のみ 20 歳以上）を対象 

     下段（）内値は、16 歳以上の全対象 

④：平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより 

     40 歳以上（子宮頸がん検診のみ 20 歳以上）を対象 

     下段（）内値は、16 歳以上の全対象 

 

 

 

 

（平成 24 年度枚方市民の健康づくりに関するアンケートおよび平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

がん検診受診率 

40 歳以上（子宮頸がん検診のみ 20 歳以上を対象） 

母数については 

①職域の推定人口を含まない 

②全人口 
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【現状】(１)枚方市がん検診受診率 

 
24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 ※28 年度 

肺がん 
19.0% 

（n=123,798） 

18.9% 

（n=127,791） 

19.5% 

（n=130,657） 

19.3% 

（n=133,034） 

10.7％（19.1%） 

（n=242,519） 

子宮頸がん 
27.4% 

（n=100,796） 

25.0% 

（n=102,763） 

23.1% 

（n=103,622） 

23.3% 

（n=104,200） 

13.７％（22.6%） 

（n=173,219） 

胃がん 
5.2% 

（n=123,798） 

4.9% 

（n=127,791） 

4.9% 

（n=130,657） 

4.8% 

（n=133,034） 

3.8％（4.3%） 

（n=242,519） 

乳がん 
16.9% 

（n=79,673） 

15.9%

（n=82,033） 

17.2% 

（n=83,637） 

19.2% 

（n=84,943） 

12.7％（18.9%） 

（n=128,890） 

大腸がん 
17.1% 

（n=123,798） 

18.1% 

（n=127,791） 

18.3% 

（n=130,657） 

19.3% 

（n=133,034） 

10.1％（18.1%） 

（n=242,519） 

（枚方市が実施しているがん検診より） 

※対象者の母数について、職域の推定人口を含まない対象となっていたが、平成 28 年度 

から受診率の算定方法が変更され、対象者の母数が全人口となる。 

 （ ）内の％は推定対象者数比を計上。 

 

 

（２）早期がん発見者割合 

（市がん検診によるがん発見者のうち、早期がんであった者の割合） 

（枚方市が実施しているがん検診より） 

（ ）内の数値は、早期がんであった者の数 

※平成26 年度より早期がんである上皮内がんは異形成に計上することになったため、早期がんでの計上はしていない。 

 

 

 

   

 
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

肺がん 
42.9% 

（6 人） 

31.6% 

（6 人） 

36.4% 

（8 人） 

47.2% 

（17 人） 

24.0％ 

（6 人） 

61.5% 

（８人） 

子宮頸がん 
60.9% 

（14 人） 

47.6% 

（10 人） 

29.4% 

（5 人） 
※ ― ※ ― ※ ― 

胃がん 
47.1% 

（8 人） 

42.9% 

（6 人） 

64.3% 

（9 人） 

71.4% 

（5 人） 

54.5% 

（6 人） 

37.5% 

（３人） 

乳がん 
61.3% 

（19 人） 

57.5% 

（23 人） 

57.1% 

（20 人） 

50.0% 

（21 人） 

60.0% 

（30 人） 

72.7% 

（44 人） 

大腸がん 
59.3% 

（48 人） 

61.1% 

（55 人） 

57.3% 

（66 人） 

61.2% 

（60 人） 

53.8% 

（49 人） 

64.5% 

（40 人） 

（枚方市保健センター 保健年報より） 

 

早期がん発見者割合の比較 
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★これまでの主な取組 

○市民やひらかた健康優良企業等に健康教育の実施やがん検診受診勧奨チラシの配

布を行い、がん予防に努める啓発を行いました。 

○受診率向上のために、乳がん、子宮頸がん、大腸がん検診については、特定の年

齢に達した者に検診手帳と検診無料クーポン券を送付しました。子宮がん検診は、

20 歳の女性にクーポン受診の再勧奨し、22 歳から 42 歳までの５歳刻みの者に

受診勧奨通知を行いました。胃がん検診は、35歳から 60歳までの５歳刻みの者

に、ピロリ菌検査の受診券を送付しました。 

○乳がん検診では、受診間隔が空いている人は受診対象年齢以外でも受診が可能と

し、継続的に受診ができるようにしました。 

○胃がん検診では、胃内視鏡検査を導入しました。 

○各がん検診の要精密検査の未受診者に対して、適切な医療につなげるため、受診

状況の確認と受診勧奨を行いました。 

〇地域・職域連携推進事業関係機関会議を開催し、働く世代の健康づくりのために、

地域と職域が連携して、関係団体の実施する健（検）診の場で、がん検診の啓発

や健康づくりに関する情報についての啓発活動をすることができました。 

○「大阪府がん対策推進条例」を受け、市内の小中学校で、がんの予防につながる

学習活動を実施しました。その推進方策として、小中学校の教員を対象に、「学校

におけるがん教育について」の講演等を実施しました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

75 歳未満のがんの年齢調整死亡率は、平成 23年度と比べると低下しており、平

成 28 年度には目標を達成しました。本計画の目標値は国の目標値と同等でもあるこ

とから、今後も目標を上回ることが維持できるよう、定期的ながん検診の受診勧奨

やがん予防に努める等の取り組みを進めていきます。 

各がん検診受診率については、市民アンケートの結果、全てのがん検診において

上昇していました。また、市が実施するがん検診では早期がんの発見者の割合がや

や増加していることから、がんが早期に発見されたことにより早期治療に結びつい

ていると考えられます。健康医療都市ひらかたコンソーシアム等による地域資源を

活かしたネットワークが図れたことにより、関係機関や団体が持っている専門性を

活かした市民公開講座等の事業展開が進んだことや、がん検診受診率アップキャン

ペーン等の取り組みにより多くの市民にがん検診についての周知を行ったことが、

がん検診の受診率向上に寄与したと考えます。 

定期的にがん検診を受けることは、がんの早期発見・早期治療につながることか

ら、引き続き、がん検診の受診勧奨とがん予防に努める啓発活動を行います。 

さらに、がん予防のためのよい生活習慣の確立は、子どもの頃から対策が必要で 
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す。そのため、学校における取り組みとして、教職員研修を継続するとともに、が

んの予防につながる学習活動を、養護教諭だけでなく体育担当教員・保健体育担当

教員を中心に行うことで、子どもたちの保健の指導に活かしていきます。 

 

 

②循環器疾患 

★重点目標 

◎健康診査の重要性を理解し、定期的に健康診査を受ける 

◎自身の健康状態をよく知り、生活習慣の改善及び適切な治療（医療）を受ける 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目

番号 目標項目 
策定時値 

（23 年度） 

現状値 

（28 年度） 

目標値 

（35 年度） 

達成

状況 

７ 特定健康診査の受診率の向上 
28.5％ 

（n=68,664） 

33.5% 
（n=64,756） 

60％ 

（50％※） 
 B- 

８ 特定保健指導の利用率の向上 15.1％ 8.2% 60％ D 

９ 

メタボリックシンドローム該  

当者の割合の減少 

15.5％ 
（n=19,539） 

16.8% 
（n=21,663） 

11.6％ D 

メタボリックシンドローム予  

備群者の割合の減少 
11.2％ 

（n=19,539） 

11.3% 
（n=21,663） 

8.4% C 

10 

高血圧（Ⅱ度以上）に該当する

者の割合の減少（収縮期血圧が

160 ㎜ Hg 以上または拡張期血圧

が 100 ㎜ Hg 以上） 

6.4％ 
（n=19,539） 

5.8% 
（n=21,663） 

5.5％  B+ 

11 
LDL コレステロール高値の割

合の減少（160 ㎎／dl 以上） 

男性 12.1％ 
男性 10.6％ 

（n=8,994） 
男性 6.2％  B− 

女性 17.4％ 
女性 16.0％ 
（n=12,669） 

女性 8.8％  B− 

 
※項目番号７の（ ）内の目標値は、第３期枚方市国民健康保険特定健康診査等実施計画に基づき、

目標値を変更しました。 

 

 

特定健康診査 受診率 
  

      受診率 男性 女性 

平成24 年 30.1% 27.4% 32.4% 

平成25 年 30.8% 28.0% 33.0% 

平成26 年 32.5% 29.9% 34.6% 

平成27 年 32.2% 29.2% 34.7% 

平成28 年 33.5% 30.9% 35.6% 

特定保健指導 利用率 
  

  
特定保健指導 

利用率 

動機付け 

支援 

積極的 

支援 

平成 24 年 13.4% 14.3% 10.1% 

平成 25 年 12.7% 13.4% 10.1% 

平成 26 年 12.1% 13.5% 6.4% 

平成 27 年 9.6% 10.3% 6.7% 

平成 28 年 8.2% 8.8% 5.6% 

（項目番号 7～11 の策定時値と現状値は枚方市国民健康保険の特定健康診査受診者の割合より） 
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★これまでの主な取組 

○40歳から74歳の国民健康保険被保険者を対象に、特定健康診査を実施しました。

市内医療機関で受診した場合には、クレアチニン・尿酸・尿潜血・心電図検査を

市独自項目として実施しました。また、受診者の利便性向上のため、特定健康診

査とがん検診をセットで受診できる体制を整備しました。 

○仕事等のため平日に特定健康診査を受診できない国民健康保険被保険者のため、

日曜日健診を年 12 回実施しました。 

○特定健康診査の受診に代えて人間ドック等を受診した場合、受診費用の一部を助

成しました。 

○若年層に対する特定健康診査の受診を促すため、35 歳から 39歳の国民健康保険

被保険者を対象に、インターネットを活用した、自己採血による郵送型血液検査

を実施しました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

特定健康診査の受診率及び特定保健指導の利用率については、ともに目標値を達

成できておらず、さらなる利用促進が必要となっています。 

特定保健指導については、日曜日健診当日に初回面接の分割実施を行い、対象者

の利便性の向上を図るとともに、積極的支援対象者のうち、電話勧奨でつながらな

い人等に対しては訪問で利用勧奨を行い、訪問時に初回面接を実施する等、支援方

法を工夫することで利用率の向上に努めていきます。 

また、メタボリックシンドローム該当者の割合が増えていることや、高血圧に該

当する者の割合、LDL コレステロールに該当する者の割合は、いまだ高い値を示し

ていることから、生活習慣病予防に向けた支援が必要であり、健康相談、栄養相談、

健康教室を実施するとともに、健康医療都市ひらかたコンソーシアム関連団体と連

携して、健康に関する知識の普及啓発を図っていきます。 
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③糖尿病 

★重点目標 

◎自身の健康状態をよく知り、生活習慣の改善及び適切な治療を受ける 

◎合併症について理解し、血糖コントロールに努める 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

      
項目 

番号 
 

目標項目 
策定時値 

(23 年度) 
現状値 

(28 年度) 

目標値 
（35 年度） 

達成 

状況 

12 

糖尿病型に該当する者の割合の

増加の抑制（空腹時血糖≧126

㎎/dl、随時血糖値≧200 ㎎

/dl、）HbA1c（NGSP）≧6.5％ 

7.7％ 
（ｎ＝19,539） 

（10.0％※） 

10.1% 
（ｎ＝21,663） 

増加の 

抑制 

－ 

（横ばい） 

（策定時値と現状値は枚方市国民健康保険の特定健康診査受診者の割合） 

※現状値が法定報告に基づいた数値のため、計画策定時値も法定報告数値に置き換えて算定 

 

 

 

 

（枚方市国民健康保険 特定健康診査結果より：法定報告数値に置き換えて算定した結果） 

※平成 23 年策定時の値 

 

 

★これまでの主な取組               

○糖尿病及び境界域の人を対象とした健康教室の開催や講演会等を実施し、糖尿病 

の予防や合併症についての知識の普及啓発を行いました。 

※ 
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○糖尿病性腎症の重症化のリスクのある国民健康保険被保険者を対象に、腎機能の

維持・温存を目指すため、国のプログラムに基づき、適切な受療勧奨、保健指導

を行いました。 

○大阪府医療計画に基づき、本市は北河内医療圏域における糖尿病ネットワーク会

議の事務局を担っています。糖尿病の発症予防、重症化予防に重点をおいた対策

を推進するため地域における連携体制の充実を図りました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

糖尿病に該当する者の割合については横ばいの状況でした。糖尿病の予防や合併

症についての知識の普及啓発等を行った結果、糖尿病に該当するものの割合は大き

な増減はみられませんでした。糖尿病は、早期発見・早期治療につなげ、適切な生

活習慣を続けることで、循環器疾患や合併症の予防につながるため、引き続き、関

係機関や行政が連携を図りながら糖尿病や糖尿病疑いの人を対象とした健康教育を

実施し、糖尿病の予防、合併症予防・重症化予防の知識についての普及啓発に努め

ます。さらに、より質の高い糖尿病治療をスムーズに行うため、糖尿病連携手帳を

普及啓発するためのポスターやリーフレットを作成し、医師会、歯科医師会、薬剤

師会会員へ糖尿病連携手帳と一緒に配付し、市民への活用を促します。 

また、糖尿病性腎症の重症化予防のために、重症化リスクのある国民健康保険被保

険者には、保健指導プログラムを実施するほか、健診を受ける機会のない市民を対

象としている住民健康診査において、糖尿病の疑いのある者に対しての受診勧奨や

生活習慣の見直しについて個別指導を訪問や電話を行うなど、重症化予防に積極的

に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康コラム】 

～糖尿病連携手帳～ 

糖尿病の治療に関わる、かかりつけの病院・眼科・歯科医との連携や、看護師、

薬剤師、栄養士など様々な職種による連携を行い、情報を共有することで、より質

の高い糖尿病治療をスムーズに行うための手帳です。 

手帳には、検査結果、眼科・歯科の受診結果、合併症関連検査、栄養指導の記録な

どをご自身で記載でき、糖尿病の自己管理に役立てることができます。 
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④ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患） 

★重点目標 

◎ＣＯＰＤについて理解し禁煙をする。 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

      
項目 

番号 
 

目標項目 
策定時値 

(24 年度) 

現状値 

（30 年度） 

目標値 

（35年度） 

 

達成 

状況 

13 
ＣＯＰＤがどんな病気か知っ

ている者の割合の向上 
44.7％ 

（ｎ＝2,039） 

38% 
（ｎ＝1,217） 

80％ D 

 

 

★これまでの主な取組             

○講演会の開催やＦＭひらかたを通してＣＯＰＤや世界ＣＯＰＤデーの周知や関係

団体の実施する職場の健（検）診において、禁煙相談・啓発を行いました。 

○若年層への取り組みとして、市内２大学で健康フェアを開催し、職員や学生に受

動喫煙防止についての啓発を行いました。また、喫煙者には禁煙相談を実施しま

した。 

○医師会・歯科医師会・薬剤師会との共催事業として、禁煙サポート機関ガイドを

作成し、関係機関や禁煙を希望する市民へ配布しました。 

○国民健康保険特定保健指導において、喫煙者に対し禁煙指導を実施しました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

計画策定時より、ＣＯＰＤを知っている者は低下しており、ＣＯＰＤの認知度は

低い現状です。ＣＯＰＤは喫煙との関係が指摘されており、特に喫煙者に対しては

ＣＯＰＤへ関心を持ってもらえる機会の提供が少なかったと考えます。ＣＯＰＤは

重症化すると、酸素供給機器が必要となり、生活の質が下がります。予防や早期の

診断・治療が必要ですが、疾患の理解を高めることで、ＣＯＰＤの疑いがある人を

早期発見・早期治療に結びつけることができるので、健康医療都市ひらかたコンソ

ーシアム連携事業での啓発、講演会の開催やＦＭひらかたなどを通したＣＯＰＤや

世界ＣＯＰＤデーの周知啓発を行う等、特に喫煙者に対して様々な機会でのさらな

る啓発に取り組みます。 

また、禁煙対策を含む健康づくりに関する啓発を充実させていくとともに、受動

喫煙を減らす環境整備に取り組んでいきます。 

 

 

 

（現状値は平成30年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 



- 26 - 

 

⑤こころの健康 

★重点目標 

◎ストレスや疲労を感じたら十分な睡眠をとり、適切な場所に相談する。 

◎悩みやストレスの原因を知り、ストレスを軽減させる方法を持つ。 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目

番号 目標項目 策定時値 
（24 年度） 

現状値 
（30 年度） 

目標値 
（35 年度） 

達成 

状況 

14 
悩みやストレス等のために身体や心

の不調がある者の割合の減少 
21.5％ 

（ｎ＝2,039） 

24.8% 
（ｎ＝1,217） 

減少へ － 
（増加） 

 

 

 

 

 

 

 

（現状値は平成30年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

（平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

【悩み、ストレスなどのために身体や心の不調があるか】 

悩み、ストレスの原因（全体、性別） 
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★これまでの主な取組 

〇本人や家族のこころの病やこころの健康の相談窓口として、「こころの健康相談

（専用ダイヤル）」を開設しました。また、モバイルアプリ「こころの体温計」を

導入し、相談窓口等の普及啓発を行いました。 

○「ひらかた健康ほっとライン２４」を開設し、いつでも電話で相談できる体制を

整備しました。 

○妊娠期から子育て世代に対し、母の心身の安定と育児不安の解消等を図ることを

目的とした産後ママ安心ケアサービス事業を実施しました。 

○産後うつの予防等を図る観点から産婦健康診査への助成を開始しました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

   悩みやストレス等のために身体や心の不調がある者の割合は、50 歳代の女性

36.5％、40歳代の女性 34.5％、40歳代の男性33.8％が高い結果でした。 

特に策定時と比較すると、ほぼ 20歳代以上の女性は、悩みやストレス等のために

身体や心の不調がある者の割合が増加しており、女性の社会進出や核家族化が進む

中、子育てとの両立等による身体や心の不調が背景にあると考えられます。 

そのため、子育て世代の女性には、引き続き、産後ママ安心ケアサービス事業にお

 

【悩み、ストレスの原因は何か】 

悩み、ストレスの原因（全体、性別） 

（平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 
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いて妊娠・出産から切れ目ない支援体制を構築し、母の心身の安定と育児不安の解

消等を図り、安心して子育てができるよう支援していきます。 

働く世代については、相談窓口として「ひらかた健康ほっとライン 24」や「ここ

ろの健康相談（専用ダイヤル）」等を活用してもらえるよう、周知活動に取り組み、

メンタルヘルス対策の充実を図ります。 

高齢者には地域の高齢者の身近な相談先である地域包括支援センターの周知に努

めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康コラム】 

～ひらかた健康ほっとライン２４～ 

24 時間年中無休で、看護師や医師などによる健康や医療に関する相談ができるフ

リーダイヤル電話相談で、平成 28 年から開設しています。一般的な健康相談をはじ

め、からだの不調、病気、お薬に関することや、出産・育児、介護、メンタルヘルス

などに関する相談を受け付けています。 

【健康コラム】 

～こころの体温計～ 

簡単な質問に答えるだけで、ストレス度や落ち込み度等のこころの状態をチェック

できるモバイルサイトです。「本人モード」「家族モード」「赤ちゃんママモード」「ア

ルコールチェックモード」等があり、結果とともに相談窓口を案内しています。 



- 29 - 

 

 

 

健康づくりを効果的に推進するために、各ライフステージにおいて特に重要と思 

   われる 3つの分野をとりあげ、重点的かつ継続的に取り組んできました。 

 

①乳幼児期（０歳～６歳）                       

【目指すべき姿】                                

家族と共に笑顔でいきいきと暮らす 

【キャッチフレーズ】                              

    しっかり食べて、しっかり歯磨き！生活リズムを整えよく遊ぶ！ 

 

栄養・食生活 

★重点目標 

   ◎乳幼児期に正しい食習慣を身につける 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 

（23 年度） 
現状値 

（28 年度） 
目標値 

（35年度） 

達成 

状況 

15 

欠食のある幼児の減少 

１日の食事回数が３回に満たな

い幼児の割合 

0.5％ 
（ｎ＝3,089） 

0.4％ 
（ｎ＝2,938） 

0％※ B- 

（枚方市３歳６か月児健康診査の問診結果より） 

※第３次枚方市食育推進計画の目標値と同様  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.4

0.4

0.7

0.5

0.9

0.7

0 0.5 1

3歳6か月児健康診査

2歳6か月児歯科健康診査

1歳6か月児健康診査
平成23年度

平成28年度

％ ％ ％

１日の食事回数が３回に満たない幼児の割合 

（平成23 年度、28 年度枚方市乳幼児健康診査の問診結果より） 
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★これまでの主な取組 

○マタニティスクールや妊産婦・新生児・乳幼児の訪問指導、乳幼児健康診査、離

乳食・幼児食講習会、親子クッキング等の事業を通じ、保護者への食に関する指

導や相談を実施しました。                    

○保育所（園）・幼稚園・認定こども園において、お便りの発行、給食内容や献立の

展示、給食試食会等を通して、保護者に対する食育の啓発と食生活に関する相談・

指導を実施しました。 

○市立の幼稚園において、「食に関する指導の全体計画、年間指導計画」を策定し、

行事食や給食体験、野菜の栽培や収穫、調理等を計画的に保育に取り入れ、子ど

もたちの食べ物に対する関心を高めました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

欠食のある幼児の割合は策定時と比較して減少しています。乳幼児期は健全な食

生活につながる基本的な生活習慣を習得する時期であり、保護者への依存が高く、

保護者の食に関する考え方や行動の影響を強く受ける時期です。そのため、今後も

引き続き、妊産婦を含めた幼児の保護者を対象に、授乳・食事等に関する相談の場

の提供や講座を開催することで、乳幼児の望ましい生活習慣や食事内容について啓

発を行い、欠食のある幼児のさらなる減少を目指します。 

また、乳幼児健康診査では、引き続き、欠食が把握できた乳幼児に関して個別支

援を通して助言を行うと共に、妊産婦歯科健康診査では、新たに歯科医師会の協力

のもと 1 日3 食食事をとることの大切さを含む食生活に関する啓発に努めます。 

     

 

身体活動・運動 

★重点目標 

◎しっかり遊び、活動するための生活リズムを整える 

◎親子で楽しく遊び、身体を動かす機会を増やす 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目

番号 目標項目 
策定時値 
（23 年度） 

現状値 
（29年度） 

目標値 
（35年度） 

達成 

状況 

16 

１歳６か月児の早寝早起きの推奨 

23 時以降に就寝、９時以降に起床す

る者の割合の減少 

23 時以降に就寝 

0％ B- 

4.5％ 
(n=3,468) 

3.0％ 
(n=3,026) 

9 時以降に起床 

5.8％ 
(n=3,468) 

3.8％ 
(n=3,026) 

（枚方市１歳６か月児健康診査問診結果より） 
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★これまでの主な取組 

○４か月児健康診査で生活リズムの啓発リーフレットを用いて保護者に対し個別に

助言しました。 

○保育所（園）において在宅親子を対象に、ふれあい体験事業や育児教室を通して、

生活リズムや食生活についてのアドバイスを実施しました。    

○保育所（園）を地域開放し、地域の児童、保護者を対象とした遊びの場の提供、

地域ぐるみで参加できる催し、体験保育や保育行事を実施しました。 

○幼稚園を開放し、地域の未就園児おやこが安心して遊べる場を提供し、在園児と

共に、体操やふれあい遊びを実施しました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

１歳６か月児の 23 時以降に就寝する者の割合および９時以降に起床する者の割

合はいずれも策定時と比べて減少していました。引き続き、日中の活動を促し、保

育所（園）の地域開放や地域ぐるみの催しなど活動場所の提供を促すことで生活リ

ズムを整えられるよう啓発をしていきます。 

 

歯・口腔の健康 

★重点目標 

 ○正しい歯磨き習慣を身につけ、むし歯を作らない 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 

（23 年度） 

現状値 

（29 年度） 

目標値 

（35 年度） 

達成 

状況 

17 
３歳６か月児健康診

査における、むし歯の

ない割合の増加 

81.9% 
（ｎ=3,085） 

88.3% 
(n=2,779) 

90.0% B+ 

（枚方市母子保健事業実績報告より） 

（枚方市１歳６か月児健康診査問診結果より） 
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★これまでの主な取組 

○１歳６か月児健康診査及び３歳６か月児健康診査にて実施していたフッ素塗布を

平成 28年度より２歳６か月児歯科健康診査においても実施しました。 

○保育所、幼稚園において、食後の歯みがき、年に 1 回の歯科健康診査、保護者へ

の歯科健康診査の案内チラシの配布を実施しました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

 3 歳児でのむし歯のない者の割合は増加傾向で目標値に近づいています。今後も、

1 歳 6 か月児健康診査・2 歳 6 か月児歯科健康診査でのフッ素塗布やブラッシング

指導等を継続し、3 歳6か月児でのう蝕のない者の割合のさらなる増加を目指しま

す。 

乳幼児期から定期的に歯科医院を受診し、乳幼児期のむし歯やむし歯による不正

咬合を予防することが、その後のライフステージにおける歯と口の健康に重要とな

るため、引き続き、定期的な歯科医院への受診を啓発します。 

また、保育所（園）、幼稚園等の職員へ、う蝕や不正咬合の予防に関する情報提供

を行い、保育所（園）、幼稚園等が歯や口の健康づくりにさらに取り組みやすくなる

よう支援します。 

 

 

 

 

 

３歳６か月児健康診査における、むし歯のない割合 
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②児童・生徒期（７歳～18 歳）                     

【目指すべき姿】                                

自ら考え行動し笑顔でいきいきと暮らす 

【キャッチフレーズ】                              

    よく寝て食べて、いいリズム！家族ぐるみの喫煙・飲酒防止教育！ 

 

栄養・食生活 

★重点目標 

◎自分の食習慣に関心を持ち、自ら改善する方法を身につける 

 

★目標項目と現状値及び目標値  

項目 

番号 目標項目 
策定時値 

(23・24 年度) 

現状値 

（28・29年度） 

目標値 
（35年度） 

達成 

状況 

18 
朝食を欠食している 

小中学生・高校生の割合の減少 

小学６年生  

5.6％※１  

小学６年生

5.9％ 
（n＝3,613） 

0％※２ C 

中学３年生  

 11.2％※１ 

中学３年生  
7.9％ 

（n＝3,527） 

0％※２  B- 

高校生    

7.2％ 
（n＝1,389） 

高校生    

6.6％ 
（n＝1,400） 

0％※２ C 

（平成28 年度全国学力・学習状況調査、平成 29 年度枚方市「食」に関するアンケート市内府立高校６校より） 

※１：ｎ数は非公表 

※２：第３次枚方市食育推進計画の目標値と同様  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★これまでの主な取組 

○市立の全小学校・中学校においては、「食に関する指導の全体計画、年間指導計画」 

 を策定し、食育を計画的に推進し、授業や給食の時間を活用して、子どもたちの

食に対する理解や関心が深まるよう働きかけを行いました。 

○平成 27 年度より、健康医療キャラバン事業において、朝食摂取の啓発を含む食育

講座を、市立小中学校で実施しました。 

5.2

6.2

4.4

4.0 

2.7

5.0 

1.5

1.6

0 5 10 15

平成２８年度枚方市中３

平成２４年度枚方市中３

平成２８年度枚方市小６

平成２４年度枚方市小６

朝食を欠食している小中学生の割合

あまり食べていない

全く食べていない

％ ％ ％ ％

平成２４・２８年度大阪府学力・学習状況調査より 
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○「朝食をとる」「起床・就寝・勉強の時間を決める」など規則正しい生活習慣につ  

 いて、「家庭への７つのお願い」としてまとめ、全保護者に啓発を図りました。 

○「枚方市保健所・枚方市内高等学校等連絡会」にて、朝食摂取やバランスのよい

食事について等、食に関する啓発を行いました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

朝食を欠食している小中学生・高校生について、どの世代も目標値に達していま

せんでした。児童生徒期の時に形成される食生活は、生涯にわたる食生活の基礎と

なるため、児童や生徒を対象に取り組むとともに、健全な食生活を確立するために

は保護者への働きかけも重要です。 

児童や生徒には、引き続き、小中学校において「食に関する指導の全体計画」に

取り組み、授業や給食の時間を通して子どもたちの食に対する理解や関心が深まる

よう働きかけます。また、小中学生・高校生を対象とした「ひらかた食育Ｑ＆Ａ」

の実施や健康医療キャラバン事業などを活用して今後も普及啓発に努めていきます。 

保護者には、引き続き、保護者へ朝食の摂取を含む規則正しい生活習慣の啓発を

行うとともに、ＰＴＡと連携して啓発についての具体策を検討し取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

【健康コラム】 

～ひらかた食育Ｑ＆Ａ～ 

食育の啓発の強化及び食育に関する基礎的な知識を有する人材の養成を目

的に、対象者の年齢に応じて必要な知識や情報を身につけてもらえるよう、全

10 問の問題とその解答、解説のほか、食育に関する情報をコラムとして掲載

したものです。 

【健康コラム】 

～食に関する指導の全体計画～ 

国の食育推進基本計画等に基づき、学校として組織的かつ継続的、体系的に

食育を推進できるように、各学校において食に関する指導に係る全体的な計画

を策定しています。 

 策定にあたっては、児童、生徒の発達段階を考慮しつつ、各教科での

指導内容をもとに具体的な食に関する目標や指導内容を設定してい

る。 

 



- 35 - 

 

喫煙・飲酒 

★重点目標 

◎たばこやアルコールの害に対して正しい知識をもつ 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 

（25 年度） 

現状値 

（30 年度） 

目標値 
（35年度） 

達成 

状況 

19 
たばこの害について「わからな

い」小中学生の割合の減少 

小学 6 年生  

4.0％ 

（ｎ=569） 

中学 3 年生  

4.7％ 

（ｎ=825） 

小学 6 年生 

1.9% 

（n=585） 

中学 3 年生 

8.3％ 

（n=700） 

0％ 

 B+ 

 

D 

20 
アルコールの害について「わから

ない」小中学生の割合の減少 

小学 6 年生 

20.7％ 

（ｎ=569） 

中学 3 年生 

14.2％ 

（ｎ=825） 

小学 6 年生 

17.3％ 

（n=585） 

中学 3 年生 

19.7％ 

（n=700） 

0％ 

 B- 

 

D 

  （平成30 年度小学生・中学生の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

 

★これまでの主な取組             

○たばこ対策促進事業として、小学校やＰＴＡに向けた防煙教育の実施、小学校等

への喫煙防止教育教材の貸し出しを行いました。 

○アルコールについての情報を掲載したチラシを市立小中学校全家庭と一部高校へ

配布しました。 

○市立小中学校において、非行防止教室等を実施し、未成年者の喫煙・飲酒の害等

について学ぶ機会を設けました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

    たばこやアルコールの害について「わからない」小学生の割合は減少したものの、

中学生についてはいずれも増加していました。児童・生徒期から、たばこの害およ

びアルコールの害についての正しい知識を持つことは、未成年の喫煙および飲酒を

防止するためにとても重要であり、「成人後もたばこを吸わない、適正飲酒を実践す

る」などの適切な行動を促すことにもつながります。 

特に家族ぐるみでたばこやアルコールの害について理解することが大切です。そ

のため、今後も継続して小中学校において、児童・生徒には、たばこやアルコール

が健康に与える影響等の正しい知識を学ぶ喫煙・飲酒防止教育等の健康教育を実施

するとともに、正しい知識を学んだ子どもから保護者へ伝えて、家族ぐるみで取り

組めるようにしていきます。 
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休養・こころの健康 

★重点目標 

◎早寝早起きの励行および睡眠時間を確保する 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 
(24 年度) 

現状値 
（30 年度） 

目標値 
（35 年度） 

達成 

状況 

21 

睡眠時間が短い小中学生の割

合の減少 

小学生 7 時間未満 

中学生 6 時間未満 

小学 6 年生 

9.1％ 
(n=569) 

中学 3 年生

10.8％ 

(n=825) 

小学 6 年生 

9.9% 
（n=585） 

中学 3 年生 

11％ 
（n=700） 

減少へ 

－ 
 

小学生 

（増加） 

 

中学生 

（横ばい） 

（現状値は平成 30 年度小学生・中学生の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

 

★これまでの主な取組 

○「朝食をとる」「起床・就寝・勉強の時間を決める」など規則正しい生活習慣につ   

  いて、「家庭への７つのお願い」としてまとめ、全家庭に啓発を図る等、市立小

中学校における教育活動全体を通じて、子どもの健康的な生活習慣の形成に向け

た取り組みを行いました。 

○身近な文化・スポーツ・地域活動の場として、小中学校のグランド・体育館・特 

 別教室等を開放しました。 

○民間企業と協働で様々なスポーツイベントや親子で参加できるウォーキングイベ 

 ントを実施し、身体活動に積極的に取り組める機会を提供しました。 

○市立小中学校の全家庭の保護者向けにチラシを配布し、自殺予防対策として実施す

るゲートキーパー養成講座にて、思春期の時期のこころの健康や対応をテーマに講

演会を実施しました。 

○メンタルヘルス、自殺対策に関する情報を掲載したチラシを市立小中学校の全家庭、

高校へ配布しました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

睡眠時間が短い小中学生の割合は、策定時と比べて大きな変化はみられませんで

した。しかし、全国的にスマートフォンの利用時間は年々増加しており、特に就寝

前のスマートフォンの利用による睡眠時間の減少に至っていることが考えられます。 

今後も学校での教育活動を通じて生活習慣に関する啓発を続けるとともに、スマ

ートフォンの使い方などの情報提供を実施するなど、睡眠時間が短い小中学生の割

合の減少を目指します。 
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③青年期（19 歳～39 歳）                        

【目指すべき姿】                                

健康に関心を持ち健やかで自立した生活を送る 

【キャッチフレーズ】                              

    よい食事とよい運動！ストレス発散して毎日爽快！ 

 

栄養・食生活 

★重点目標 

◎バランスのよい食事を心がけ、健全な食習慣を身につける 

◎１日３回食事をする習慣をもつ 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 
(24 年度) 

現状値 
（29 年度） 

目標値 
（35年度） 

達成 

状況 

22 
１日のうちに主食・主菜・副菜をそ

ろえた食事をしている者の増加 
89.1％ 

（n＝1,913） 

89.4％ 
（n＝1,236） 

100％  

※

22-1 

１日のうち２食以上、主食・主菜・

副菜をそろえた食事をしている若い

世代の増加（20 歳代・30 歳代） 

― 
49.3％ 

（n＝221） 
60％ － 

※

22-2 

１日のうち２食以上、主食・主菜・

副菜をそろえた食事をしている者の

増加 

― 
59.8％ 

（n＝1,236） 
70％ － 

（現状値は平成 29 年度枚方市「食」に関する市民意識調査より） 

※第３次枚方市食育推進計画に基づき 22 の目標項目、目標値が 22－1、22－2 に変更。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②１日のうち２食以上、主食・主菜・副菜を 

そろえた食事をしている者の割合（年齢別） 

（平成 29 年度枚方市「食」に関する市民意識調査より） （平成 29 年度枚方市「食」に関する市民意識調査より） 

 0回
7.8%

1回
29.6%

2回

33.4%

3回

26.4%

無回

答
2.8%

①１日のうちに主食・主菜・副菜を 

そろえた食事をしている者の割合 

51.1

48.1

46.6

60.3

64.5

64.3

74.8

0 20 40 60 80

20歳代

40歳代

60歳代

80歳代～

％ ％ ％ ％ ％ 
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（平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

 

④野菜の摂取量（食事別） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

 

★これまでの主な取組 

○生活習慣病予防のための教室や出前講座などにおいて、主食・主菜・副菜をそろ  

 えた食事についての講義を実施するとともに、個別に栄養相談を実施し啓発しま

した。 

○広報ひらかた「枚方キッチン」において、ライフステージ別の健康課題に合わせ

たレシピの紹介や「保健所つうしん＜企業版＞」の発行により食生活を含む健康

づくりに関する啓発を行いました。 

○市内飲食店 26店舗と枚方市独自の基準に適合するヘルシーメニューを開発し、

「ひらかた３ツ星レストラン」として、期間を設けて提供しました。提供期間中

に、利用者スタンプラリーやヘルシーメニューコンテスト等を実施し、事業の周

知、冊子・リーフレットの配布を広く行い、利用促進を図りました。 

○働く世代へ食に関する健康講座や一般市民の男性を対象とした料理教室を実施

しました。 

○バランスの良い食事を継続するためのツールとして、主食・主菜・副菜がそろっ

た食事の回数を記録し、一定回数の達成者に表彰状を進呈する「ひらかたカラダ

づくりトライアル」（バーチャル版）にて啓発を行いました。 

③主食・主菜・副菜がそろった食生活（食事別） 

 

78.9

51.6

43.3

17.3

43.1

51.7

3.8

5.3

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

夕食

昼食

朝食

そろっている そろっていない 無記入

16.5 33.7

14.1

8.2

43.1

52.1

34.8

25.7

49.7

3.1

3.2

4.7

2.1

4.9

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夕食

昼食

朝食

3皿以上 2皿 1皿 食べていない 無回答
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○地域での健康づくりを推進する健康づくりボランティアを育成し、調理実習や栄

養講座を通じてバランスの良い食事についての啓発を行いました。                            

 

★課題及び今後の取組方向 

1 日のうち２食以上、主食・主菜・副菜をそろえた食事をしている者を年齢別にみ

ると、20歳代～40歳代が低い状況でした。特に、20 歳代、30 歳代は、朝食欠食

や栄養の偏りなど、他の世代に比べ課題が多い状況にあります。また、国の第３次

食育基本計画においても「若い世代を中心とした食育の推進」を重点課題のひとつ

に掲げているため、今後、20 歳代・30 歳代の若い世代の食に関する興味・関心を

高め知識を深めることで、健全な食生活を実践することができるよう、ホームペー

ジやＳＮＳなどを活用し、若い世代に対して効果的な手法で啓発・情報発信してい

きます。 

また、朝食や昼食において、主食・主菜・副菜がそろっていない人が多く、特に

野菜の摂取量が少ないことから、健康講座や栄養相談、野菜料理教室や広報ひらか

たに掲載している「ひらかたキッチン」等において啓発していきます。さらに、外

食を通じてバランスの良い食事を知り、健康づくりに役立ててもらうよう、引き続

き、市内飲食店とともにヘルシーメニューの提供を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康コラム】 

～ひらかたキッチン～ 

食に対して無関心な層への啓発を図ることを目的に、広報ひらかた（裏表紙）

において、ライフステージ別のテーマに沿った食や栄養に関するポイントとお

すすめレシピを掲載しています。 

市民の声として「季節の食材を使って手軽に作れるものばかりなので、レパ

ートリーが増えて料理が楽しくなった」「ヘルシーポイントがわかりやすく、

健康に留意しているので助かる」「ひらかたキッチンのレシピは簡単で自分で

もできそうと思った」との反応があります。 
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★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 
(24 年度) 

現状値 
（29 年度） 

目標値 
（35 年度） 

達成 

状況 

23 
朝食を欠食している大学生・専門

学校生の減少 

男 13.1％ 

（n＝168） 

男 15.5％ 

（n＝207） 
男※10.0％ D 

女 5.9％ 
（n＝338） 

女 5.8％ 

（n＝430） 
女※ 5.0％  B- 

   （平成 29 年度枚方市「食」に関するアンケート 市内の大学及び専門学校より） 

※第３次枚方市食育推進計画の目標値と同様  

 

大学生・専門学校生の朝食の欠食状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.1 

63.3 

71.3 

16.5 

15.0 

15.9 

2.3 

6.3 

3.6 

5.8 

15.5 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女

男

全体

毎日食べる 週2～3日食べない 週4～5日食べない

ほとんど食べない 無記入

1.0

1.0

（平成 29 年度枚方市「食」に関するアンケートより） 

朝食を食べない理由

70.8

48.1

32.1

22.6

16.0

23.6

14.2

2.8

0.9

1.9

0.9

48.7

48.7

34.2

14.5

11.8

15.8

17.1

2.6

1.3

1.3

3.9
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男性

女性

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 
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★これまでの主な取組                             

○大学の保健担当者と連携して健康に関するイベントを実施し、朝食摂取やバラン

スのよい食事についてなどの啓発を行いました。 

   ○大学の学生食堂の栄養士等を対象に、食育に関する講義を実施しました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

大学生・専門学校生における朝食の欠食率は、男女共に目標値には達していない

状況で、朝食を食べない理由としては、男女ともに「朝は忙しくて時間がないから」

「少しでも長く寝ていたいから」が多い結果でした。青年期は保護者から自立し始

める時期であり、児童・生徒期のような規則正しい生活からの変化が大きいことも

朝食欠食のひとつの要因と考えられます。今後は自らの健康に関心を持ち、健全な

食生活を維持できるよう自己管理する必要があることから、引き続き、大学の保健

担当者と連携した健康に関するイベントを実施し、朝食摂取やバランスのよい食事

についてなどの啓発を行います。また、大学・専門学校における主体的な取り組み

が推進されるよう、食や生活習慣に関する情報提供や啓発を継続します。 
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身体活動・運動 

★重点目標 

○定期的な運動習慣を確立する 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 
(24 年度) 

現状値 

（30 年度） 

目標値 
（35年度） 

達成 

状況 

24 
運動習慣者の割合（20 歳～64 歳）

の増加 

12.4％ 
(n=1,233) 

11.8％ 
(n=652) 

22.4％ C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（平成 24 年度枚方市民の健康づくりに関するアンケート、平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

（現状値は平成30年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

（平成 24 年度枚方市民の健康づくりに関するアンケート、平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

運動習慣のある者の割合 

週２回以上、１年以上運動を継続している者の割合 
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★これまでの主な取組  

○働く世代を対象に、腰痛予防や運動習慣に関する健康教育や市民を対象とした身

体活動・運動に関する講座等の開催により、正しい知識の普及を図りました。 

○スポーツ大会やスポーツイベント、ウォーキングイベント等を開催し、身体を動か

す機会を提供しました。 

○様々なマップの作成により、自主的に運動が取り組めるツールを市民に提供しまし

た。 

                        

★課題及び今後の取組方向 

「20 歳～64 歳の運動習慣者の割合」は計画策定時と比べると低下していました。

また、年代別で見た「週２回以上、１年以上運動を継続している者の割合」および

「日常生活において、意識して身体活動・運動を行っている者の割合」について、

60 歳代が一番高く 20歳代から 50歳代は 60歳代と比べると低い状況は、計画策

定時も現状でも同じ傾向でした。 

20 歳代から 50 歳代の者は、子育てや仕事等において中心的な役割を担う時期で

あり、栄養面だけでなく運動面についても取り組めていない者が多いことが伺えま

した。 

今後は、20 歳代から 50歳代の者へは、大学や民間企業との連携を行い健康づく

りに関する情報提供や健康講座の開催等を実施するとともに、子どもの健康診査お

よび子どもが多く参加するイベント等で保護者への啓発活動も行います。 

 

 

 

（平成 24 年度枚方市民の健康づくりに関するアンケート、平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

日常生活において、意識して身体活動・運動を行っている者の割合 
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休養・こころの健康 

★重点目標 

◎ストレスや疲労を感じたら十分な睡眠をとり、適切な場所に相談する。 

◎悩みやストレスの原因を知り、ストレスを軽減させる方法を持つ。 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 

(24 年度) 

現状値 

（30 年度） 

目標値 

（35年度） 

達成 

状況 

25 
睡眠による休養が十分とれ

ていない者の割合の減少 

19.7％ 
(n=2,039) 

24.0％ 
(n=1,217) 

15.0％ D 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 24 年度枚方市民の健康づくりに関するアンケート、平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

（平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

（現状値は平成30年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 
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★これまでの主な取組 

○スマートフォンを含むモバイルでメンタルチェックができる「こころの体温計」

を導入し、ストレスへの気づきの促しや相談窓口等の普及啓発として、「こころの

健康相談専用電話」の開設や、いつでも電話で相談できる「ひらかた健康ほっと

ライン 24」の開設を行いました。 

○市民や関係機関職員を対象に、ストレスや睡眠、メンタルヘルスに関する講演会

を実施しました。 

○働く世代を対象に、「保健所つうしん＜企業版＞」を発行し、メンタルヘルスや睡

眠についての啓発を行いました。 

○産後うつの予防や心の健康チェック等のため産婦健康診査や産後ママ安心ケアサ

ービスを開始し、産後の母親の早期からのサポートを実施し、心身の安定を図り

ました。 

○定期的にうつ病情報交流会を行い、当事者同士が意見交換を行うことで、ストレ

スの軽減や自殺の予防を図りました。 

○自殺予防の知識の普及のため、ゲートキーパー養成講座を行い、市民への情報提

供・啓発を実施しました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

睡眠による休養が十分にできていない者の割合は、計画策定時と比べて悪化してお

り、さらに悩みやストレス等のために身体や心の不調がある者はない者と比べ、相談

できる相手がいないと答えた割合が高い状況でした。 

このことから、一人で悩みストレスをさらに抱え込むことが懸念されるため、電話

で気軽に相談できる「こころの健康相談（専用ダイヤル）」や 24 時間対応している

「ひらかた健康ほっとライン 24」等の相談窓口を活用してもらえるよう、周知活動

に今後も取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康コラム】 

～こころの健康相談（専用ダイヤル）～ 

「眠れない」「気分が落ち込む」「お酒がやめられない」「自分を傷つけてしまう」「誰

かに監視されている気がする」等、本人・家族のこころの病やこころの健康に関する

相談を、精神保健福祉士、臨床心理士等が相談にのっており、平成 27 年から開設し

ています。 
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④壮年期（40 歳～64 歳）                        

【目指すべき姿】                                

自分の身体の状態を知り、充実した生活を送る 

【キャッチフレーズ】                              

    適正体重を目指し栄養管理！節酒、禁煙して充実生活！ 

 

栄養・食生活 

★重点目標 

◎1 日 3回食事をする習慣を持ち、栄養バランスにも配慮し適正体重を維持する 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 

（24 年度） 

現状値 

（30 年度） 

目標値 
（35 年度） 

達成 

状況 

26 

適正体重を維持している者

の増加 

（肥満(BMI25 以上)の減少） 

20～60 歳代

の男性の肥満

者の割合 

25.6％ 
（n＝634） 

20～60 歳代

の男性の肥満

者の割合 

28.1％ 
（n＝313） 

20～60 歳代 

の男性の肥満

者の割合

22.0％ 

 

D 

40～60 歳代

の女性の肥満

者の割合 

14.2％ 
（n＝578） 

40～60 歳代

の女性の肥満

者の割合 

17.6％ 
（n＝341） 

 

40～60 歳代

の女性の肥満

者の割合 

8.1％ 
 

Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.3

32.0

22.0
19.1

26.6

35.4

29.6

23.9 25.4
29.4

0

10

20

30

40

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

肥満者の割合（男性）

H24

H30

（平成 24 年度枚方市民の健康づくりに関するアンケート、平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

（現状値は平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

０％ 

10％ 

30％ 

20％ 

40％ 

8.4
5.4

8.1
13.4

10.8
13.4

16.6
12.5

14.9

28.0

0

10

20

30

40

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

肥満者の割合（女性）

H24

H30

10％ 

０％ 

20％ 

30％ 

40％ 
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★これまでの主な取組 

○国民健康保険特定健康診査等の受診率の向上を図ることで、生活習慣病を予防し、

適正体重の維持を図りました。 

○１日３食の食事をし、バランスのよい食事をとることは適正体重の維持につなが

るため、１日のうち２食以上、主食・主菜・副菜をそろえた食事をしている者と

若い世代の増加を図りました。（P37参照） 

○定期的な運動習慣を確立することは、適正体重の維持につながるため、運動習慣

者の割合の増加を図りました。（P42参照） 

 

★課題及び今後の取組方向 

男性は 20 歳代から 60歳代の世代において、女性より肥満の割合が高くなってい

ます。女性は 30 歳代や40 歳代、６０歳代において、策定時と比較し増加していま

した。 

働く世代や子育て世代は仕事や家庭での中心的な役割を担う時期でもあり、自分自

身の健康に関心が向きにくいことが考えられます。このような背景の中、栄養面では、

外食や中食が多い人でも外食を通じてバランスの良い食事を知り、健康的な食生活が

維持できるよう、ひらかた健康３ツ星レストランのヘルシーメニュー提供飲食店の周

知や啓発等をし、運動面ではウォーキングイベントや運動に関する講習会の開催等、

開催時間や内容等を工夫することで、体を動かす機会の提供も充実させていきます。 

また、特定健康診査を受診することで、健康に関心が低い者でも自分自身の健康状

態が分かり、自ら栄養バランスのよい食事や運動習慣の確立等を図る機会となります。

引き続き、特定健康診査の受診率を向上させ、適切な保健指導につなげることで、適

正体重の維持する者の増加に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康コラム】 

～中食（なかしょく）～ 

惣菜やコンビニ弁当等の調理済み食品を自宅で食べることです。 
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喫煙 

★重点目標 

◎喫煙や受動喫煙に対する健康被害の知識を持ち禁煙する 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 

（24 年度） 

現状値 

（30 年度） 

目標値 
（35 年度） 

達成 

状況 

27 成人の喫煙率の減少 
18％ 

（n＝2,039） 

12.1％ 
（n＝1,217） 

12％ A 

（現状値は平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★これまでの主な取組 

○働く世代に対してたばこの害や受動喫煙防止についての健康教育を実施したほか、

市内２大学で健康フェアを開催し、職員や学生を対象に受動喫煙防止についての

啓発、喫煙者には禁煙相談を実施しました。 

5.9
0.0

26.0

12.0

30.3 31.9
35.9

21.5

30.4 28.4
31.6

20.2

0

10

20

30

40

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

たばこを吸っている者の割合（男性）

H24

H30

4.8
0.0

7.2
8.9 10.1 9.0 8.4

10.9 10.2

5.8
9.0 10.2

0

10

20

30

40

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

たばこを吸っている者の割合（女性）

H24

H30

（平成 24 年度枚方市民の健康づくりに関するアンケート、平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

 

40％ 

30％ 

20％ 

10％ 

０％ 

40％ 

30％ 

20％ 

10％ 

０％ 
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○働く世代への啓発として、関係団体が実施する健（検）診の場で、禁煙を含む健

康づくりに関する情報の提供や禁煙相談を実施しました。 

○医師会・歯科医師会・薬剤師会との共催事業として、禁煙サポート機関ガイドを

作成し、関係機関や禁煙を希望する市民へ配布しました。 

○健康医療福祉フェスティバルや健康講座等において、たばこの害についての啓発

や世界禁煙デーや禁煙週間及び世界ＣＯＰＤデー等の周知を行いました。 

○国民健康保険特定保健指導において、喫煙者へたばこの害について指導し、禁煙

希望者には禁煙サポート機関を紹介しました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

全体の喫煙率は減少していますが、依然として30歳代から 60歳代の男性喫煙率

が高い状況です。また、今回行った「枚方市民の健康づくりに関するアンケート」

の結果では、喫煙者の半分以上が禁煙を考えておらず、禁煙の難しさが伺えました。 

そのため、喫煙しない若い世代から禁煙を含む健康づくりに関する啓発を充実さ

せていく必要があるため、引き続き、市内大学と連携して健康フェア等で禁煙や受

動喫煙の啓発に取り組んでいきます。 

働く世代においては、新たに国民健康保険被保険者対象の特定健康診査における

日曜健診で、禁煙啓発のリーフレットを配布し正しい知識の普及に努めます。また、

特定保健指導で喫煙者へたばこの害についての指導等、健康被害についての知識の

普及啓発に取り組み、禁煙希望者に対しては禁煙サポート機関の紹介を行うなどの

啓発をすることで、さらなる喫煙率の減少に努めます。 
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 飲酒 

★重点目標 

◎適正な飲酒量を守り、週 2 日の休肝日をつくる 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 

（24 年度） 

現状値 

（30 年度） 

目標値 

（35 年度） 

達成 

状況 

28 

生活習慣病のリスクを高める量

を飲酒している者の割合の減少 
（１日あたりの純アルコール摂取量

が男性40g 以上、女性20g 以上） 

男性 

12.3％ 

（ｎ＝895） 

男性 

10.2％※１ 
（ｎ＝519） 

男性 

10.5％ 
A 

女性 

7.3％ 
（n＝1,115） 

女性 

5.8％※２ 
（n＝694） 

女性 

6.2％ 
A 

   （現状値は平成 30 年度枚方市民の健康づくりと歯と口の健康に関するアンケートより） 

    ※１：（「毎日×２合以上」＋「週５～６日×２合以上」＋「週３～４日×３合以上」＋「週１～

２日×５合以上」＋「月１～３日×５合以上」）/全回答者数 

 

    ※２：（「毎日×１合以上」＋「週５～６日×１合以上」＋「週３～４日×１合以上」＋「週１～ 

２日×３合以上」＋「月１～３日×５合以上」）/全回答者数 

 

 

お酒を飲んでいる者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 
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★これまでの主な取組 

○働く世代に向けた「保健所つうしん〈企業版〉」で飲酒に関する情報提供や健康医

療福祉フェスティバルで適正飲酒についてのパンフレットの配布等を行いました。                      

○適正飲酒量などについて相談・指導を実施すると共に、適正飲酒を含む情報を掲

載し健康手帳を市民に配付しました。                     

○アルコール依存に関する相談を実施するとともに、精神保健講演会にてアルコー

ル関連問題に関する講演会実施しました。 

○アルコール関連問題啓発週間に啓発ポスター掲示やパンフレット配布をしました。        

 

★課題及び今後の取組方向 

適正量を超える飲酒をしている者は減少し、目標達成しているものの、40歳代の

男性や20歳代女性において１日あたりの飲酒量が策定時と比べて10％以上増加し

ています。適正量を超える飲酒をする者が更に減少するよう、今後も働く世代への

飲酒に関する啓発を広く行うとともに、特定保健指導や健康相談時等において把握

した多量飲酒をしている者に対し、正しい知識の普及に努めます。 

また、各事業や若い世代が参加するイベントを通して多量飲酒の健康被害や適正

な飲酒量に関する知識の普及啓発に努めます。 

 

（平成30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

 

（平成30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

 

1日あたりの飲酒量が2合以上の者の割合（男性）
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31.3 28.8 26.5

34.8
26.0

14.4
15.8 20.0

39.0

23.1

36.7

0

10

20

30

40

50

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

H24

H30
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⑤高齢期（前期：65 歳～74 歳・後期：75 歳以上）             

【目指すべき姿】                                

生活の質の維持・向上を図り安心して暮らし続ける 

【キャッチフレーズ】                              

    身体も栄養もバランスが大事、そしてしっかり歯周病予防！ 

 

栄養・食生活 

★重点目標 

◎前期高齢者：自分の身体状況と栄養バランスを理解し、適切な食生活をする 

◎後期高齢者：適切な量と質の食事をしっかりとる 

 

★目標項目と現状値及び目標 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 
(24 年度) 

現状値 

（30 年度） 

目標値 
（35年度） 

達成 

状況 

29 

低栄養傾向にある高齢者の割合の増

加の抑制 

（BMI20 以下の高齢者） 

22.0％ 
（n＝696） 

19.2％ 
（n＝515） 

増加の抑制 － 
（減少） 

  

 

65 歳以上の市民の体格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現状値は平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 

（平成30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 
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24.8
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28.9

24.151.5

2.2

0.7
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0.8
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0.7

1.2
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75歳以上(n=134)

65～74歳(n=141)

75歳以上(n=110)

65～74歳(n=129)

75歳以上(n=245)

65～74歳(n=270)

65歳以上全体(n=515)

低栄養傾向 標準 肥満 無回答

男
性 

女
性 
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★これまでの主な取組            

○広報ひらかた「枚方キッチン」において、高齢期を対象に、バランス食や間食

の取り方、咀嚼しやすいレシピの紹介を行いました。 

○いきいきサロン健康づくりサポーター養成講座、健康教室、低栄養改善・口腔

機能向上のための教室、高齢者を対象としたイベント、地域への出前講座など

で、バランスの良い食事について、共食について、低体重が筋力低下に及ぼす

影響について等の啓発や栄養相談を行いました。 

○歯周病検診や後期高齢者歯科健康診査、在宅訪問歯科事業を実施し、口腔機能

の低下予防に取り組みました。 

○自立支援会議（地域ケア会議）等を活用し、高齢者サポートセンターの職員や

在宅生活の支援者に対して、低栄養者等の支援につながるスキルアップを図り

ました。 

○栄養士派遣指導事業として、地域包括支援センターを通して把握した著しい体

重減少のある方を対象に栄養士が訪問を行い、低栄養改善に向けての指導を行

いました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

低栄養傾向のある高齢者全体の割合としては減少していましたが、高齢者は加

齢に伴い、歯の喪失によるそしゃく機能の低下や唾液分泌量の減少、また生活環

境の変化や精神的要因等により、容易に食欲の低下や食事摂取量の減少に陥って

しまう可能性があります。このような高齢者特有の背景から、低栄養に陥る前に

早期に発見することも重要であるため、広く市民にリーフレットの配布等を通し

て低栄養予防についての普及啓発を行うとともに、高齢者が多く集うイベントや

地域の出前講座等において、基本チェックリスト等を活用することで積極的に早

期発見に努めていきます。 

 

（平成27 年 大阪版健康・栄養調査より） 

やせの者（BMI18.5未満）の体格の自己認識

80.4

95.0
5.0

19.6

0% 50% 100%

女性

男性
太っている

ちょうどよい

やせている

（65 歳以上） 
標準体型の者（BMI18.5以上25未満）の体格

の自己認識

40.3

25.4

49.8

55.6
19.0

9.9

0% 50% 100%

女性

男性 太っている

ちょうどよい

やせている

（65 歳以上） 

（n＝45） 

（n＝130） 

（n＝565） 

（n＝671） 
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また、前期高齢者と後期高齢者の低栄養の者の割合は男女共に後期高齢者が高

い状況であることや、後期高齢者の低栄養の者の割合は男性より女性に多い状況

であることは計画策定時も現状も同じ傾向でありました。さらに、65歳以上の女

性においては、やせの体格なのに「ちょうどよい体格」等、体格に対する正しい

認識ができていない人の割合が高いという大阪府の健康・栄養調査の結果もあり

ます。 

高齢者の低栄養は、筋肉量の減少、身体機能の低下等、フレイル（虚弱）の状

態を招きやすいので、低栄養予防・口腔機能向上のための教室の充実を図るとと

もに、歯科医師等と連携を図りながら栄養士派遣指導事業等の個別指導を引き続

き取り組んでいきます。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康コラム】 

～フレイル～ 

高齢化に伴う筋力低下等の身体的問題、認知機能障害やうつ等の精神・心理的問題、

独居や経済的困窮等の社会的問題を含む包括的な虚弱の概念をいいます。 

【健康コラム】 

～基本チェックリスト～ 

日常生活関連動作、運動機能、栄養状態、口腔機能、外出状況、認知機能、うつ状

態の７項目、２５個の質問で構成されているチェックリストのことです。 



- 55 - 

 

身体活動・運動 

★重点目標 

◎前期高齢者：介護予防を心がけ、運動を積極的に行う。外出の機会を増やし、地 

       域との交流を深める 

◎後期高齢者：家族・仲間・地域等の交流を深め、身体活動量を増やす 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 
(24 年度) 

現状値 

（30 年度） 

目標値 
（35 年度） 

達成 

状況 

30 
運動習慣者の割合の増加 

（65 歳以上） 

29.2％ 

(n=696) 

34.6％ 

(n=515) 
40.0％ B+ 

31 

日常生活において、意識して

身体活動・運動を行っている

者の割合の増加（75歳以上） 

75.1％ 

(n=273) 

80.8％ 

(n=198) 
85.0％ B+ 

 

 

 

（ひらかた高齢者保健福祉計画 第 7 期より 外出を控えている理由（65 歳以上）） 

 

★これまでの主な取組 

○身体活動の増加を推進するチラシ等を用いて、定期的な運動の重要性を啓発する

とともに、健康講座で健康づくり、介護予防の推進を図りました。 

○毎月 65 歳になる人を対象に、運動教室や健康に関する講演会の案内などを掲載し

たチラシを郵送し、運動を始めるきっかけ作りを行いました。 

○定期的にウォーキングイベントを行い、運動する機会を提供しました。 

（現状値は平成 30 年度枚方市民の生活習慣や歯と口の健康に関するアンケートより） 
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○ひらかた元気くらわんか体操を作成し、自主的に運動が出来るツールとして、DVD

を配布しました。 

○高齢者の居場所づくりを整備し、継続的な運動や地域住民同士の交流をより身近

な場所で提供する体制を推進しました。 

○多くの人が行き交うショッピングセンターやフィットネスクラブ等の場所で運動

教室を実施し、施設利用者にも介護予防の啓発を行いました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

「運動習慣者の割合」と「日常生活において、意識して身体活動・運動を行って

いる者の割合」は、策定時と比べて、ともに増加していました。これは、高齢者の

居場所づくりの拡大や身近な場所で介護予防教室が実施できる環境が整備されてき

たことや、健康づくりに関する講座やイベントが様々な場所で多く開催できたこと

等による健康に関する情報を見聞きする機会が増えたことが、取り組みのきっかけ

となっており、健康に関して意識がさらに高まったことが一つの要因だと考えられ

ます。 

今後も引き続き、高齢者の参加するイベント等で積極的にチラシやパンフレット

等を用いて身体活動・運動に関する啓発や情報提供を行うとともに、高齢者の居場

所づくりの拡大や身近な場所で介護予防教室を実施することで、気軽に運動に取り

組める環境を整えていきます。 

さらに、ひらかた高齢者保健福祉計画 21 によると、本市の高齢者の外出制限は「足

腰の痛み」が理由として挙げられています。足腰の痛みは運動習慣や日常生活に制

限をもたらすため、今後も理学療法士・作業療法士による運動教室を積極的に実施

し、痛みによる外出制限や運動制限がある者を減少させることで、さらなる運動習

慣者の割合の向上を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康コラム】 

～高齢者居場所づくり事業～ 

高齢者が住み慣れた地域で、健康でいきいきとした暮らしを送ることができるよう、

自由に集い、交流することを通じて閉じこもり等を防ぎ、高齢者の社会参加、生きが

いづくり、介護予防の促進を図るため、高齢者居場所の設置を促進し、運営団体の支

援をする事業です。本市では登録箇所数100か所を目標に取り組みを進めています。 
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項目 

番号 目標項目 
策定時値 

（24 年度） 

現状値 

（29 年度） 

目標値 
（）は 32 年度

目標値 

達成 

状況 

32 
認知症サポーターの人数の

増加 
8,017 人 21,126 人 

12,300 人
（28,100 人）

※ 
A 

（現状値は、認知症サポーター養成講座開催実績より） 

※（ ）内の目標値は、「ひらかた高齢者保健福祉計画 21（第７期）」より 

 

★これまでの主な取組 

○認知症予防に関するチラシの配布や健康教室の実施を行い、普及啓発を行いまし 

た。 

○出前講座の実施や認知症予防プログラム認知症予防教室を健康医療都市ひらかた 

コンソーシアム連携事業として開催しました。 

○認知症サポーター養成講座を開催し、認知症に関する知識の普及や支援方法等を 

 学び、認知症高齢者が暮らしやすい地域づくりの実現に向けて取り組みました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

認知症サポーターの人数は増加し、目標値を達成していました。今後は、「ひらか

た高齢者保健福祉計画 21（第７期）」において、平成 32年度までの目標値が設定

されているため、本計画の目標値も合わせて変更し、引き続き、幅広い層へ認知症

に対する正しい知識の普及啓発を実施することで、認知症になっても暮らしやすい

地域づくりの実現に向けて取り組みます。 

また、認知症予防対策として、健康医療都市ひらかたコンソーシアム連携事業で

実施している認知症予防プログラムを充実させるとともに、新たに地域版認知症予

防プログラムの取り組みを市民とともに図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康コラム】 

～地域版 認知症予防プログラム～ 

認知症予防プログラムとは、笑いの要素を取り入れ、「運動」「脳機能トレーニン

グ」「対人交流」「栄養指導」の４つの分野を組み合わせて融合的に認知症予防に取

り組む効果検証された枚方市独自のプログラムのことです。大阪精神医療センター協

同で認知症予防プログラム（認知症予防教室）を開催しており、このプログラムの考

えをもとに、地域でも展開できるような取り組みを市民とともにすすめています。 
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歯・口腔の健康 

★重点目標 

   【前期高齢者】：歯周病の進行を防ぎ、何でも噛んでおいしく食べることができる 

   【後期高齢者】：歯の喪失を防ぎ、自分の歯でおいしく食べることができる 

 

★目標項目と現状値及び目標値 

前期高齢者 

項目 

番号 
目標項目 策定時値 

（23 年度） 

現状値 

（30 年度） 

目標値 

（35 年度） 

達成 

状況 

33 

60歳で24本以上の

自分の歯を有する者

の割合の増加（55～

64 歳で算出） 

50.1% 
（ｎ=396） 

69.4% 
（ｎ=193） 

70.0% 
（※さらなる増加） 

A 

（枚方市民の歯と口腔に関するアンケートより） 

※枚方市歯科口腔保健計画に合わせて、目標値をさらなる増加に変更します 

 

後期高齢者 

項目 

番号 目標項目 
策定時値 

（23 年度） 

現状値 

（30 年度） 

目標値 

（35 年度） 

達成

状況 

34 

80歳で20本以上の

自分の歯を有する者

の割合の増加 

40.5% 
（ｎ=215） 

47.6% 
（ｎ=187） 

50.0% B+ 

（枚方市民の歯と口腔に関するアンケートより） 
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★これまでの主な取組 

○平成 28 年8 月より歯周病検診の対象者（35歳～70 歳までの 5 歳刻みの者）に

個別案内はがきを送付しました。 

○健康寿命の延伸を目指すため、歯科疾患の予防、口腔機能低下や誤嚥性肺炎等の予

防を目的として、75歳以上及び 65歳から 74歳までの後期高齢者医療保険の被

保険者を対象に、無料で後期高齢者歯科健康診査を実施しました。高齢者の特性を

踏まえた歯科健康診査であり、咬合の状態、舌機能、嚥下機能、口腔乾燥といった

口腔機能に関する項目についても評価を行いました。 

○歯と口の健康づくりに関して、健康教室や地域の団体への出前教室を実施しました。 

○高齢者元気はつらつ健康づくり事業として、身近な地域で口腔機能向上のための健

康講座を実施し、介護予防の普及啓発を図りました。 

○枚方市健康・医療・福祉フェスティバルで 8020 達成者の表彰式や、歯の検診等

を実施し、歯と口の健康づくりの普及啓発を実施しました。 

 

★課題及び今後の取組方向 

60 歳で 24 歯以上の自分の歯を有する者、80歳で 20歯以上の自分の歯を有する

者の割合は、策定時と比べて改善しています。60 歳代・70 歳代のかかりつけ歯科医

を有する者の割合が 70%を越えていることが目標項目の改善の背景にあると考えら

れます。今後もかかりつけ歯科医を有する者の割合が増加するよう、歯科医師会と連

携し、さらなる啓発を行います。 

また、高齢期の歯の喪失は、咀嚼困難や、誤嚥性肺炎、低栄養を招き、ADL・QOL

の低下に繋がります。歯の喪失を防ぐために、歯間部清掃用器具を用い口腔ケアを行

うことは、個々がすぐにでも実施できる手段であるため、今後、健康教室等にて歯間

部清掃用器具について周知を図るとともに、高齢者に直接関わる機会のある歯科医師、

包括支援センター、健康づくりボランティア等、各種団体と連携し、普及啓発を実施

します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


